
第３回 千葉県 道路の被災車両に対する円滑な対応に関する 

プロジェクト会議 

 

日  時：令和８年８月２７日（木） １６：００～ 

開催方法：ＷＥＢ会議 

 

次 第 

１ 開会 

２ 議事 （１）仮置き場の被災車両の引き渡し状況（国、県、千葉市） 

（２）その他情報提供 

（３）意見交換 

３ 閉会 

  



千葉県 道路の被災車両に対する円滑な対応に関する 

プロジェクトチーム構成員 

 

・関東地方整備局 道路部 道路防災調整官 

・国土交通省関東地方整備局 千葉国道事務所 副所長 

・国土交通省関東地方整備局 首都国道事務所 副所長 

・千葉県 県土整備部 道路環境課長 

・千葉県 県土整備部 災害対策担当課長 

・千葉市 建設局 土木部 土木管理課長 

・国土交通省関東運輸局 総務部 安全防災・危機管理課長 

・千葉県警察本部 交通部 交通規制課長 

・千葉県レッカー事業協同組合 理事長 

 



道路上の被災車両数の推移 第３回 千葉県 道路の被災車両に対する
円滑な対応に関するプロジェクト会議

第１回会議時点 第３回会議時点

0台国管理道路

第２回会議時点

県管理道路

千葉市
管理道路

千葉市を除く
県内市町村
管理道路

43台

0台93台

0台約200台

2台267台 123台

※幹線道路

8/18 9:00時点 8/21 9:00時点 8/27 9:00時点

※生活道路は8/22に完了



被災車両対策への連携

関東地方整備局 千葉国道事務所 首都国道事務所

千葉県 千葉市

関東運輸局 千葉県警察本部
千葉県レッカー
事業協同組合

道路管理者

レッカー車派遣

TEC-FORCE派遣

仮置き場候補地情報提供

被災車両撤去

所有者への引渡し

ナンバー等から
所有者情報提供

交通誘導
仮置き場での
パトロール

レッカー車派遣
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被災車両対策の課題と今回の取組

災害対策基本法第７６条の６に基づき

区間指定及び周知を実施。緊急車両の

通行を確保するための措置（被災車両

を路肩等へ移動）を実施。

県から市町村へ手続き方法を周知。

01 初動の遅れ

路肩等に残された車両が，交通を阻害

していたため，仮置き場への撤去を

実施。また，路肩に残された車両との

追突事故が発生したため，反射テープ

による事故防止対策を実施（千葉市

モデル）。

02 安全措置
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国の支援や，千葉県レッカー事業協同

組合の協力を得て，レッカー車を確保。

レッカー車依頼が重複しないように，

可能な限り，依頼者の窓口を一元化。

03 レッカー車依頼



仮置き場での盗難やいたずらを防ぐ

ため，警察等によるパトロール等を

実施。

05 仮置き場での盗難等

仮置き場に移動させた車両を一刻も

早く所有者に引き渡すために，所有者

不明車両のナンバーをホームページに

公開。

07 引渡しの長期化

第３回 千葉県 道路の被災車両に対する
円滑な対応に関するプロジェクト会議被災車両対策の課題と今回の取組

関東運輸局の協力を得て，ナンバー等

から被災車両の所有者を特定。郵送に

より通知を行い，連絡が取れた所有者

に引渡しを実施。

06 所有者への連絡

道路管理者以外が管理する公園等の

施設も活用する等，庁内横断的に

仮 置 き 場 を 確 保 す る と と も に ，

国・県・市を超えて情報を共有。

04 仮置き場不足



今後の被災車両対策

・冠水箇所をマップにして危険性の見える化を進める等，県民への適切な情報提供を行う。

・「レベル５大雨特別警報が発表された時に取るべき行動」などのチラシを活用する等，

今回の被害を風化させないため，冠水箇所を走行することの危険性を啓発し続ける。

・アンダーパス等においては，「入らせない」ためのハード対策も実施。

被災車両を生まないための対策を実施

・今回の都市型水害をしっかり検証するとともに，道路外への撤去に時間がかかる場合に

車両後部に反射テープを三角形に貼り付け追突事故を防止した「千葉市モデル」と

いった好事例を集め，より一層の対策を進める。

・大規模な被害が出る事案が発生した場合には，本プロジェクトチームのように関係

機関が連携して取り組む体制を早急に構築して対応する。

02 被災車両が発生した場合の円滑な対応

01
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今後，被災車両対策の進捗状況に応じて，引き続き関係機関が連携し必要な調整を図り，
その時点で必要な対策を柔軟に検討・見直しを行いながら，被災車両対策に取り組んでいく。
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